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●現状をどう見るか【白石】
　
今日はお忙しいところ、ど
うもありがとうございます。アジア経済研究所では中東の最近の変化を非常な関心をもって見ております。それもあって、来年の一月末には、カイロのアメリカン大学の学長のリサ・アンダーソン先生をお招きして世界銀行と共催で国際シ ポジウムを開催し、今回の政治的な変化を踏まえて中東をどう理解するか 多角的に検討を行う予定でおります。今日はぜひ皆様の率直で忌憚 ないご意見を伺わせていただければと思います。　
進め方については自由にやらせて
いただきたいと思い すが、 最初に、皆様から現在の情勢、 直近の現状 、少し長 文脈にお てどう捉 いらっしゃる をお聞きし、それを踏まえて議論を発展させて ければと思います。では、長沢さんからよろ
しいですか。【長沢】
　
では私から。今回の一連の
動きに関して、まず中東という枠でとらえる考え方がありました。中東革命という話ですが しかし結局、アラブ革命、つまりアラブ世界という枠の中で革命が起きた、また起きつつある、大きな変動を及ぼしつつあるという考え方が支配的になって
きたように思います。　
このように現在の事態をアラブ革
命と見た場合、エジプトですと六〇年前の一九五二年の七月革命の時代、アラブ世界全体でいうと、アラブ民族革命 時代以来の大きな転換点にあると考えていいと思います。当時できたシステムが老朽化してしまい、ついに構造的な変換の時期に
入っているのではないかということです。ただし、これは共和制の国々についてでありまして、王制の国では、少し局面が違うよう思います。　
さらに長い時間の流れで
見ますと、エジプトは一九五二年の革命の前に一九一九年革命というイギリスからの独立を求める大きな民族運動が起きた時期がありまして、それ以来の変化となるという見方もある で
すね。それは、第一次世界大戦後、アラブ世界で領域国家の枠組みが出来上がる時代ですが 今回の革命はそれをも突き崩すような動きになるのではないかと期待する意見も聞きます。しかし、私は一気にそうした変化は起きないと思います。ただし今後のアラブ世界 考えると、革命の深度、深さは の辺まで届いているものではないか、とも思います　
第三は、 初めに述べましたように、
今回の一連 動きは体制変革と う点でいうと中東革命ではなく、アラブ革命と呼ばれているのですがかしこの革命は中東という地域システム全体に大きな影響を与えるだろうということです。特にイランとトルコという域内の非アラブの二大国がアラブ世界に今後どのよ な形でかかわってくるかという を含めて、地域システムとしての中東が大きな曲がり角に立っている、新し時代を迎えつつあるのではな か。当然のことな ら、そ 場合、ＮＡＴＯやアメリカなどのこの地域に対する関与の仕方 ど 関係してくるだろうと思うのですね。ただし、いずれにせよ、こうした地域全体の構造的な変化には、しばらく時間がかかるだろうと思っています。【白石】
　
どうもありがとうございま
した。では、池田さん、よろしくお願いします。【池田】
　
私は長沢さんのように歴史
的な枠組みというのはなかなか苦手で、日々、中東和平プロセスのよ
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なものを追っている立場からの見方です。動乱の特徴は、やはりそれぞれの国の軍隊の在り方がかなり大きくかかわっているように思 ます。チュニジアでは早々に体制から離反して、エジプトの場合には少なくとも中立で、最終的に ムバラクを見限るというような形になり、カダフィの事例ではもう最初から分裂、シリアに関して いまだ 軍が体制を支えているという に見ると、割合にわかりやすいの ないでしょうか。　
当然ながら、そういう政軍関係の
在り方、つまり軍隊の在り方は、その国の社会の在り方をある意味で投影しているわけです ら、各国の動乱の発火の要因、あるいは構造は共通しているにしても その現れ方はそれぞれ 国 軍 動向によって左右されるという印象です。　
また、これがイスラエル、パレス
チナに及んできたときに、つまりアラブの春が果たしてパレスチナの春の引き金になるかどうかというのが、ひとつの関心だったわけです。実際に三月半ば、五月半ば、六月初めに、アラブの春と同じような形で 若年世代を中心にして今までなかったような異議申し立て運動がパレスチナの中で起きまし 。六月五日以降はそれがぱたっと
途絶えた格好ですが、これは明らかに新しい動きで、今後の和平プロセスなどにも大きな影響を与えるのではないかと目されています。　
これまで、パレスチナの中は基本
的にファタハ系統とハマス系統という二つの党派に分裂 ていて、にっちもさっちもいか い状態で、五月にいったんは和解の合意ができたはずなのですが、その後も全然足踏みをして動 ていない。こう う状況に対して、双方の党派 足元 ら若年世代の異議申し立てが噴出してきていて、既存の政党勢力、政治勢力が大きな危機感を持ち始め いるということでしょう。　
こうした焦慮はハマスの側のほう
に強く表れている。エジプトの動乱がピークに達しつつあるときに いち早くハマスは自分からガザ 扉を閉めていますし、何とかし ガザに火の粉が波及しないように躍起に
なっていました。他方においてファタハは何とかしてこの若い運動を取り入れようと うような画策をずっとしているのですが、なかなかうまくいかない。どちらもこれをどう扱っていいのか本当に困惑 混乱しているということです。　
こういう運動に巻き込まれていっ
ている人たちが、何をしたいのかはまだ分からないわけですが、 やら彼らは和平に関し もこれまで二国家解決案といったようなも にはあまり興味を示さない。率直に言うと、国家というものにあまり関心がない。国家よりも自由を寄こせとか、独立や解放のための闘争ではなく尊厳のための闘争を求め ようなところがある。必然的に二国家解決というよりは一国家、ワン・ステート・ソリューションというものに親和性を持っているようなのですが、これはやはりかなり大きな変化です。　
面白いのは、イスラエルの中にも
これと同様の現象が出てきているんですね。この夏 はイスラエルの中でも若年層を中心に四〇万人ぐら動員して、もう和平 どうのこうのという話ではなく、家賃が高いとか失業を何とかしろといったことを掲げて、ストリートに繰り出すとれが若年世代だ いう ははっきりしてい 学期が始まった途端、テント村 全部ほとんど一斉に空になるという状況が見られま た。　
こういう一連の状況を地域的な安
定性との関連でどう見るか、まだわれわれの間でも必ずしも 方が定まっているわけではないのです 、やはり短期的には混乱は避けられないのではないでしょうか。特にこれまで中東和平の枠組み 中で 、一種の碇
いかり
の役割を果たしていたエジプ
トとイスラエルの間 安定的な 係が、この間のカイロのイスラエル大使館襲撃事件などにも見られるように、非常にギクシャクしてきて ます。さらに言えば、こういうアラブの春を背景にして、アラブではないけれど、トルコ 自己主張を強めつつあります。特に去年のガザ支援船団襲撃事件の処理の問題で、トルコとイスラエルはかつてなかったような険悪な関係になっています。それまで何だかんだ言っても一応和平の枠組みの碇の機能を担っていたエジプトとイスラエル、イスラエルとトルコという、ある程度安定的だと思われていた関係が、もはや揺れ始めていて、 これが、
これから後の和平環
境を考えた場合に、大きな懸念材料になっ き いる。　
今、印象的に申し上げられるのは
この程度でしょうかね。【白石】
　
どうもありがとうございま
した。では、鈴木（均）さん、いかがですか。【鈴木均】
　
私はイランと、この一〇
年ぐらいはアフガニスタンのことをやっていましたので、中東・アラブ地域を東側から見るということ 話をしてみたいと思います 最近 エ
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マニュエル・トッドの『文明の接近』が今回のアラブ世界の民主化運動を予見していたという言い方がされています。ただ私は、今年に入ってからの動乱の以前にこの本をざっと見たときには、特に新しいことを言っているようには感じなかったのですね。それは、イランもこのトッドの議論の範囲に入っているのですが、しかし特にイランにつ ては、私はフィールド中心で革命後の社会変化を見てきて、トッドの議論しているようなことは多々感じてきましたし、エジプト研究者、アラブ研究者などと話しているときにも、条件は違うけれども同じように若年層の問題が出てきていることはこれまでも指摘されていたわけです。 ですからそれがこういう政治的な変動を予見した本になろうとは思っていなかったのです。　
それとの関連でひとつ思い出すの
は、去年のエジプトの一一月、一二月の議会選挙です。私は報道をざっと読んだだけですが、このときの選挙は全く官製選挙で、得票率八割でしたか、体制派の政党が議席を独占するという結果だったと思います。その報道を見て、その瞬間、私はエジプト人のこ を少し軽蔑しそうになりました。イランは二〇〇九年六月の大統領選挙まで
は、中東諸国の中でも比較的、民主的な国民選挙を実施している国だと言われていたわけです。それに比べて中東の一方の大国であるエジプトが何たる状況だろうかということで、申し訳ないのですが「ふん」と思って見ていた けですね。ところがあにはからんや、ある意味それが発火点になって、一月二五日 革命にまでつながっていった側面があるということで、自分自身の見方 甘さを少し反省しているところです。　
似たようなことがイラン世界、ア
ラブ世界の各地で起こっており 若年層が新たな政治主体 して台頭しています。しかし、イランとアラブ世界との決定的な違いは恐らく、一九七九年の革命だっ と思うのす。イランにおいて現在起きていることは、革命後の社会変化であるに対して、ア ブ世界においては長い独裁体制の末に、こ 民主化の改
革運動が出てきているということだろうと思います。そうすると、現在エジプトなどでも民主化改革、あるいは「革命」とも言われる政治変動を経験して、イランのようになるのではな かとい こ ひとつの危惧として言われ いますが、結局うはならないのではないか、あるいはそういう大きな政治的な変動を経験していないトルコ ようにも らないのではな か、やはり新し 形を模索していく以外どうしようもいのではないかという気がします。　
それから、もう少し短く一〇年ぐ
らいのスパンで感じ るこ を申し上げますと、九・一一以降の一〇年間ぐ で、政治的 変化から、例えばアメリカに っての政策的比重は、湾岸およびイラ 、アフガニスタンを含めた中東の東側の地域にシフトしていったと うことがあるのではないでしょうか。それは同時に、その地域に米軍が駐留し、あ いはそれぞれの国も軍事化を深めていくという側面があったということで、そのような状態に対する危機感のようなものが逆 こ アラブ世界 中で広がっていったという感じがします。　
今後アラブ世界を中心に今
の状況がますます流動化していくのか、あるいはやがていつか安定したシステムを獲得していくのかということでは、恐ら ポイント しては
二つ考えられるのではないかと思います。ひとつは「市民社会」がどの程度定着しているのか、あるいは定着していくのか いう問題で、もうひとつは国際的なシステムとして戦後ずっと続いてきた中東の国家間システムが、どんな形で新たな安定したシステムを見つけ いくのかということです。　
大体今考えているのはそういうこ
とです。【白石】
　
どうもありがとうございま
す。続いて鈴木（恵）さん、お願します。【鈴木恵美】
　
アラブ地域の政変につ
いて思うことが二点あります。一点目は「アラブの春」 いう言い方についてです。アラブ地域 も、アラビア語で「アラブの春」と う表現は時々聞かれま が、 れは欧米メディアから訳語として入ってきたものです。この言葉 、欧米知識人や
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メディア関係者が、今回の一連のアラブの政変を、 「プラハの春」と言われた一九六八年のチェコスロヴァキアの変革運動や一九八九年の東欧革命と比類する出来事と見たことを意味しています。ところが、チュニジアのベン・アリー政権の崩壊以後アラブ地域で同時多発的に抗議デモが起きたも の、どうやらドミノ式に政権が倒れて民主化の方向には向かわないということが分り、最近あまり使われなくなりました。 ラブ地域における政変と東欧革命の違いですが、東欧革命は革命後 進むべき政治経済体制のモデルが西隣 西欧諸国にあったわけですが、エジプトとチュニジアの場合はその西欧諸国が進めてきた市場経済化が失敗した末の革命であり、今後の道筋が見えないということが決定的な相違点です。私は特にエジプトを中心 して見ているので、エジプトを中心お話させてい だきますが、エ プトは一九九一年にＩＭＦ 構造調整政策で合意して以降、 営企業の民営化を断行するなど、市場経済化を進めてきました。それが二〇〇〇年代に入ってさらに加速する過程で、市場経済化の恩恵を受け台頭した新興の大実業家が国会議員に当選して政治的権力も手にし、 寄生資本主義クローニーキャピタリズムといわれる状態になりました。ムバラクは、この新興実業家を与党の要職にあった次男ガマールの側近とすることで、迅速で効率よい経済発展と大統
領職の息子への「移譲」の二つを同時に実現しようとしたのです。しかし、それに到るまでに汚職、縁故社会、権威主義政権、治安警察 横暴などに対する国民 諸々の不満が募り、ムバラク政権は倒れてしまいました。エジプトとチュニジアの革命は、市場経済化が失敗した結果であったという意味で、今後の国家の枠組み作りが非常に注目されるのではないかと思います。これが一点目です。　
二点目は、アラブの人々が求めた
「公正」 （アダーラ）の概念です。カイロでデモ隊が陣取ったタハリール広場でエジプト人が掲げたプラカードに多く見られたの 「社会公正」という言葉 した。エジプトだけでなくアラブ各国で起き デモのなに共通するのが「公正」という言葉です。彼らの求める社会公正の起源は何なのか、革命後にエジプトで多くの人に質問してみたですが、古代エジプトいう人もいれば、イスラムに由来 るという人もおりました。この概念がどこからわき上がってくるのか、明確な答えはまだ分らないのですが、一連の政変を理解する鍵になるのではない と思っています。【白石】
　
福田さんはいか
がでしょうか。【福田】
　
アラブの激動を
現段階で評価するのは非常に難しいです。アラブの激動にはいろいろな要素があり、各国で共通する要素もありますが、国ごとに個性もあり、現段階での評価が難しいからです。一九七九年にイランでイラン革命が起こりました。革命に関わった勢力は、イスラム教のシーア派から共産主義者まで様々な勢力がいてイ ン革命になったわけです。最終的にシーア派の勢力が政権を握り、歴史上の評価としては、イ ン革命はスラム革命と評価されることになます。　
アラブの激動を正しく評価するた
めには、中東全体の新しい流れ 各国の流れを見極めた上で、そこを踏まえて評価をすることが必要だろうと思います。一〇月にチュニジ で選挙がありますし、一一月にエジプトでも選挙が行われます。リビアもそろそろ決着しそうですが もうし
ばらくすると方向性、流れが見えてくると思います。　
今の段階で見通すと、 チュニジア、
エジプトでの選挙の結果、イスラム系勢力が伸びてくるのではないか、圧倒的な優勢になってイスラム国家になるということではな と思いますが、それなりに影響力を強めてくるだろうと見て ます。それから、リビアは戦闘が終われば国内 権力争いが始まるでしょう。その権力争いの中で一番力 強いのは、イスラム系の武力を持っている勢力だろうと思います。流れとしては、イスラムの影響力がある程度強まることになるでしょう。　
アラブの激動が起きた背景には強
権政治に対する反対と経済・社会への不満がありますが、イスラムの視点で見るならば、エジプトなどでの強権とは単なる強権 はなく、アメリカと結びついた強権だったわけです。それから経済・社会へ 不満も、アメリカを中心としたグローバル化の下での新自由主義的な経済改革の動きが、貧富の格差を じめとした様々な経済問題を起こしたと見ることができます。　
そうすると、今後の動きを考える
と、
中東全体では、
やはりアメリカと
少し距離を置くような流れが出てくるのではないか、各国でも そういう動きが出てくるのかなと思っています。もう少し様子を見なければなりませんが、 なくとも北アフリカ地域のエジプト、
チュニジア、
リビア
福田安志 氏
専門分野は湾岸諸国を中心とした中東の経済・政治。主な著
作は『イスラーム金融のグローバル化と各国の対応』『湾岸、
アラビア諸国における社会変容と政治システム』（いすれもア
ジア経済研究所編著）など。カイロ、マスカト、リヤードに
滞在。
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あたりでは、そのような動きが出てくるのではないかと思っています。【白石】
　
どうもありがとうございま
す。ひとつ確認ですが、アラブの革命と言うときのアラブの意味は、言語がトランスペアレントに流通するという意味で受け止めてよろしいですか。アラブとは何なのかというとき、私は常に言語を重視していて、ほかの言語に移ると、そこでメッセージに翻訳が起こるの 、そうではなく、翻訳なしに、さまざまの事象についていろいろ予想しないよな意味が付与されるこ なく、メッセージか基本的に共有されて くのがアラブという領域だと考えてよろしいのでしょうか。【長沢】
　
今回のアラブ革命では、文
語の正則アラビア語であるにしろ、地域、国によって違う口語の方言にしろ、同じアラビ 語とい 言葉を通じてアラブ世界全体に、また即座にソーシャルメディアそ ほかの新しい手段を通じて広がっていった、という側面は確かにあります。そのようなアラブ横断的な言葉の持つ革命における役割はありました。●
 アラブ各国における軍の動向の相違
【白石】
　
いくつか比較の観点からす
ると非常に面白い問題、特に地域レベルの問題が出ていると思います。鈴木さんが指摘されたことですが、トッドの歴史人口的なアプローチというのは、基本的には社会における
構造的な変化を指摘しているだけで、メカニズム 説明 るわけではない。その意味で、今回のアラブの革命の説明としては、政治行動に引き付けて言いますと、 「若い男は乱暴なことをしがちである」という程度の命題 あって、当たっても別にそんなことは誰だって言えると思います。　
しかし、それは別として、メカニ
ズムをどう説明するかということになると、池田さんが言われた通り、国家という強制力を持った機構がこういう政治的危機においてど ような行動を選択するか、それによって変化のアウトカムは大い 違 これがわたしとしては ごく重要と考えます。もうひとつは、プロテストの側について、現在のグローバル化する世界の中で、若い人たちの教育が拡大している。そ 結果、高等教育を受けた若い人たちがマス して生まれていて、彼らがあるタイミングでどのような社会問題にぶつかるとどのようなプロテスト 行動をするか、それが問題として注目されいる。そこで鈴木さんが言われたことは、経済発展がうまく っ いない、クロニー・キャピタリズムの下で格差が拡大している、しかし、その一方で 雇用は増えなかった。そういう中で社会正義につ て深刻不信がうまれ、それがフェアネスつまり、公正と うことばを鍵概念として噴き出している。わた のことばに言い直すと、 わたしとしては
そういうかたちで受け止めたのですが、それでよいのか。　
もしよいのであれば、あたりまえ
のことながら、二つ、問いが出てくる。ひとつは、軍が国によって違う行動をとった。では なぜか、という問いです。もうひとつ、これは鈴木さんがエジプトについて指摘されたことですが、比較論的に見ると、ほかの国についても同じこと 言えるのかという問いになる これについてはどうでしょうか。【池田】
　
軍の動向の違いは、やはり
基本的に軍がよって立つ社会の構成の問題と深く関わって ます。その意味で言うと、チュニジアの軍隊は比較的ホモジニアスですよね。　
エジプトに関しては比較的大きな
コプティック・クリスチャン人口がいるわけですが、少なく もムスリムに関してはほぼスンニ派だという形で、ここでもある種 ホモジニュイティが見られる。こうした環境では政軍関係に、本来の意味で プロフェッショナリズムというわけではないかもしれませんが、類似した論理が入ってきやすいのです。他方、リビアの軍隊 完全に部族の集成軍ですね。もう指揮系統などを ているとばらばらです ら。シリアの方はやはりアラウィーの支配で、要するに二重の権力構造 ようになっていて、フォーマルなところのポジションに付与される権限 、インフォーマルなポジション の間 暗黙の優劣関係が定まっている いわ
ゆるムハーバラートなど軍の中でも諜報関係の要所、要所には必ずアラウィー派の士官を置いて、全体の動向に睨みを利かせているというようなことになっていますが、それはやはり少数宗派が多数宗派を抑えてるというシリア固有の事情と関連するのでしょうね。　
今シリアはさんざんたたかれてい
ますが、
それでも注目されるのは、
軍
の兵隊を一切家庭に戻してい いことです。バラックの中に閉じ込めているわけです。家に帰ったら何が起きているか伝わってく わけですから、体制側としてはそれが怖い。兵隊を隔離する いうことを延々続ています。そういうことをせざるを得ない、そういうこ をしているので今のような強行措置を取り続けられている側面もありま 。イエメンに関して言うと、これはまた部族の問題がそこに入ってくる バハレーンの場合には、やはりシーア派とスンニ派という宗派の間 戦 がる。だから、そういう社会的なコンポジションの 、最終的には軍のビヘイビアに投影さ とうことでしょう。　
それから
、鈴木（恵）さんの言われ
た社会的公正の話ですが、確かイラン革命の時にもそれが前面 出てきたような記憶があります あの革命をどう見るかというといろいろあるのでしょうが
、やはりものすごい勢い
で期待値が高まっていたという点は見逃せないでしょ 。オイルショッ
8アジ研ワールド・トレンド No.196 （2012. 1）
クの後に巨額のカネが入ってきて、上からどんどんばらまくので全体の底上げはなされるのですが、当然ながら、そのチャンスをつかむ者とそうではない者がいる。先に利得を得る者とそうではない者といった形の格差が激しく開 ていって、それが高い期待値 は逆の現実を認識させて、特に鋭い不公正感を生んでいったと見るわけです。　
これは分配における不公正という
話になるわけですが、もうひとつ問題があって、 本来的にはそれ 全部、指摘されたように外生 な収入、レントなのです。つまり 本来人々が額に汗して働い 成果物を国家 ピンハネするのが税金だとすると、そうした 得られた成果物という実態がない。要する 代表なくして課税なしといった民主主義の原点がここでは機能しない ではないですかね。中東の産油国であれ非産油国であれ、全体がそういう構造上に乗っているとい ことは、今この変動を理解するときにど ても欠かせない視 ではな で ょうか。　
先ほどトッドの話が出ましたが、
アラブの春のピーク時によく言われたのは、グナル・ハインゾーンという、やはり歴史人口学者が唱えたユース・バルジの議論です。若年層がバルジ（人口突出部分）を形成するようになると社会は混乱するという論理なのですが、しかしユース・バルジがあればいつでもどこでも必
ず発火するわけではないでしょうね。それよりもっとバルジの膨らんでいるところはいくらもあって、なぜこのタイミングでこの世界、こ地域にお て発火したかというメカニズムの説明は別途必要になります。●
 新しい社会契約が結ばれるのか？
【白石】
　
二番目の質問に行きたいと
思います。先ほど長沢さんが指摘されたことですが、一九五二年 革命によって生 れたアラブ世界における共和制の歴史的な賞味期限が今来ている。私はそれと鈴木さんの言うフェアネス、ある はアダーラですか、インドネシア語ではアディルですが、これは一九九八年のスハルト体制崩壊の時にやはりキーワードとなって、私の知っている活動家 中にもこの概念を使っ 正義党という名の政党を結成した人たちがいた。そこで問われていたのは、インドネシアの場合には、明ら に社会契約の問題だった。つまり スハルトの権威主義体制とその下に置かれた国民あるいは人民の間 は、もちろん不文の社会契約があ わけですが、こ そ も が うだめだ、こんな体制にやらせてお るかとなったときに、体制の崩壊がはじまり、したがって、あたりまえのことながら、スハルト体制が崩壊すると、新しい社会契約の模索が じまった。した って アラブの春の
これからを考えるときにも、私としては、そういう新しい社会契約がどのようにしてこれからできてくるのか、それがこれからの政治的安定の鍵になるのではない と思います。では、どういう社会契約をつくり、それをどういう体制で担保していくのか。これについてはどう考えますか。【長沢】
　
お話にあった公正の概念
（アドル、 アダーラ） についてですが、もうひとつ重要な概念としてそ 反対の不正（ズルム）という概念にも注目したいですね 人々が革命で糾弾したズルムには二種類あり、それが互いに結びつ ていました。第一は抑圧ですね。これはナセ 以来の権威主義体制を示 ます。もうひとつは腐敗。これはサダト以来、特にムバラクとその息子が加速させました。この抑圧と腐敗という二 のズルムが結びついている。これが今回の革命の背景にあります。　
ところが、この抑圧と腐敗は、必
ず結びつくも ではありません ナセルの時代には、抑圧 ったが、腐敗はなかったという意見がす。つまり、ナセル 残忍だけれども公正な独裁者だ わけです。彼の支配の公正さは、今おっしゃった言葉を使わせてい だきますと、そのときに結ばれたある種の社会契約に裏づけられていた です。この社会契約が結ばれた背景には七月革命がありました 当時、ナセルは権力闘争を勝ち抜くためにム
スリム同胞団や共産党を弾圧しましたが、このとき自分の味方につけたのは労働運動です。労働者に最低賃金を保障し 食料補助金によって最低限の生活保障をする。 その代わり、政治的な権利を極めて制限する、自由な選挙も認めない そういう社会契約を結んだのです。国家の言うことを聞き さい、あな たちには政治的な自由 与えないけれど、最低限の生活 保障しましょうと。 かし、こうした抑圧体制の中で経済発展を目指す開発主義と ったかというと、そうはなら かったのです。ナセルが作った体制は、開発 き独裁、開発なき権威主義 いってもいいでしょう。トルコの国家主義的制を示すエタティズムを使って、エジプト版のエタティズムと呼んでいいかもしれません。　
この体制はすぐに行き詰まりまし
た。そこで一九七〇年代にサダトが門戸開放政策で軌道修正 よ しました。しかし、うまくいかない。一九七七年にＩＭＦの勧告に従って補助金を削減し、食料品価格 引き上げますと暴動が起きて 革命以来の戒厳令が敷かれる事態となります。それ以降はずっと腰が引けてしまって、湾岸戦争に至るまで経済改革は先延ばしにされます。　
先ほど鈴木（恵美）さんがおっ
しゃったように、湾岸戦争の時に多国籍軍に参加したエジプトは対外債務を半分棒引きにし もらって、その代わりＩＭＦのコンディショナリ
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ティを受け入れました。しかし、その約束をまじめに守るかと思ったのですが、国民とＩＭＦ、国際社会との間を駆け引きしながら動き、改革をじわりじわりと先延ばしにしました。でも、二〇〇〇年代に ってから、大統領の跡継ぎの息子が音頭を取って新自由主義の方に大 く舵を切ったのです。これが革命 原因のひとつになりました。　
注意しないといけないのは、民営
化や新自由主義的改革 したからといって、腐敗を生むわけではないですね。これが、今後 エジプト経済改革の大きな検討課題です 革命後、旧政権時代の公共部門企業の民営化の決定に、行政裁判所が次々に無効の判断を下し います。一見これは新自由主義的改革の否定のように見えます。しかし、むしろ現地のエコノミストの中には投資環境が良くなって、経済発展が進むだろうという意見もあります。鍵 なるのはやはり、先ほど述べたナセル時代の社会契約をどう結び直すかです。革命によって労働組合は活動のを得ましたが、今後を考えると企業家と国家と労働者の三者が協議する場を含めて、新しい社会契約を結ぶ必要が出てくる 思 ます。【白石】
　
ありがとうございました。
鈴木さんは、社会契約 政治体制、経済体制の再編等についてどう考えておられますか。【鈴木恵美】
　
非常に難しい話だと思
うのですが。私はこの社会契約のな
かには、アラブ部族の中にあるパトロン・クライアント的な考え方が非常に根強くアラブ社会にあると思うのです。指導者に対して分け前や見返りを求めるという意識を変えていかないと社会全体は変わっていかないのではないかと思っています。【白石】
　
私は、東南アジア研究者と
して、すぐそちらの事例を考えるのですが、通常、ある政治体制が崩壊すると、少なくとも選挙 二回ぐらいやらないと 議論の争点も範囲も決まらない。その意味で、 には随分意味があると思いま 。ただ、そのとき、ひとつ重要なことは それなりに国民国家の き いる ころと、先ほど池田さんが指摘されたように、そういう国家 まだできてなくて、サブ・ナショナル 集団の連合に って 一見、近代 ができているように見えるところでは、社会契約の在り方も れを踏 えた政治社会体制の作り方も、ずいぶん違ってくるだろうと思います。そのあたりはどう考えますか。【池田】
　
それはもちろんそのとおり
だろうと思います。それはそれぞれの社会が置かれている状況の違いは見ておかなければならないでしょう。例えばパレスチナなどは、ネーションは構築されつつあるにしも、それに 合ったステートをもらっていないから今のよ な騒ぎになっているわけですよね。他方、リビアのようなところでは、これはもうおっしゃる通りの混乱が今後の国
造りで予想されます。エジプトやチュニジアでは少なくとも新体制の取っ掛か があるわけでしょう。改正すべき憲法というのがもともとあるのですが、 リビ はもう『緑の書』一冊以外、何もないわけ すよ。カダフィは公的には何なのかも分からなかったわけで よね。元首なのか何なのか。そこから国の枠組みをゼロからつく ていくということが果たして可能かどうかという問題 、当然出てきますよね。●
 変わるのは政府か、 政治体制か、 国家そのものか？
【白石】
　
そこで次の問題に移りたい
と思います。これも長沢さんが指摘されたことですが、 エジプトの場合、一九一九年以降、特に一九二〇年代に、現在の国家の基本的な枠組みができた。しかし、その上で、立憲主義そのものについてはそれほど大きな合意はなかった もしれないと言われた。一方、福田 んは、こ からイスラム主義の勢力が出てくるだろうと指摘された。私自身、自由な選挙をやれば、そういうくるのはほぼ間違いないだろうと思いますが、その結果 変化 規模はどの程度のものになると評価しますか。政府の変化 つまり、政権交代というのはしょっちゅ 起こる。体制の変化、つまり、政治体制が変更される ことも、一世代、あいは数世代に一回ぐらいは起こりす、国家の変化、つまり、国家が新
しく出来たり、なくなったり、併合されたり、ということはめったに起こりませんが、起こったときには大変大きな変化となる。政治の変化をこの三つのレベルでとりあえず区別すると、今回のアラブの春は 政権交代という規模を超えた変化で ることは疑いない。しか 、政治体制の変化で終わる話なのか、それとも国家の変化にまで行くかもし ない話なのか、これを少しイスラムの問題と関連させて考えるとどういうことになるのでしょうか。【福田】
　
中東の国家の枠組や諸国家
体制にはそれなりに歴史的な重みがあり、地域性や文化や経済を踏まえて国家の枠組 できています。イスラムは国境を越えてつながっていくものだとしても、 エジプトやシリア、モロッコという大きい国家の枠組みは変わらない 思います。だから、選挙の結果、イスラムが相当影響力を伸ばしたとしても、 み自体がおかしくなるこ ないと思うのです。　
しかし、国内でイスラムの影響力
が強まると、内政が変わり そして、中東の国家間の連帯や地域の勢力図が大きく変わ 可能性 あります。例えば、イスラム政権の下にあるトルコが、これまではアラブ世界と関係は弱かったですが、エジプトリビア、 チュニジアとの関係を強め、中東での発言力を増しそうだと思われます。そして、もしかすると、イランとアラブ世界との関係も強まる
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かもしれません。そういう形になると、中東の政治の枠組みが大きく変わるのではないかと思います。【鈴木恵美】
　
私も全く福田さんと同
じ意見を持っております。特に近隣諸国との関係は微妙に変化すると思います。エジプトでも、隣接 るガザ地区のハマスとムスリム同胞団の連携の強化が一層進んでいます 、国家政策としてもアフリカ重視の方に向いています。【白石】
　
私の質問の仕方が単純すぎ
たのかもしれませんが、体制と言ったとき、司馬遼太郎的な表現を使うと、国家その のの枠組みは変わらないけれども 国のかたちが変わることはある。つまり、きわめて中央集権的 国家のシステムを持っていたところで、ラディカルな地方分権が行われると、その結果、権威主義から民主主義といった政治体制 変化だけではなく、国家の編成のした、つまり、国家機構にお 権限分配、予算配分の仕方がラディカルに変わってし うという は十分ある。そしてそれが国民国家の正統性の調達にも大きく貢献する。そのあたりのことはどう考えておられますか。【長沢】
　
エジプトは中央集権の国と
して知られています 今回のエジプトで最も注目される は、新 い憲法をどう作っていくかということですが、現地で専門家に憲法改正で分権化が進展するか訊いてみました。すると、 革命の際に監獄が破壊され、
凶悪犯が逃げている、また警察に対する信頼が失われている今のような状況だと、分権化は難しいという答えが返ってきました。これまでは県知事のみならず市長、さらに村長まで任命制です。県知事の多くは内務官僚や軍人でした。これらをいきなり選挙制に移行するのは だエジプト社会の実態に合わ いのではないかということです。また、新しい共和体制が、 議院内閣 的共和制か、大統領制的共和制かのどちらを取るかについても、両者の中間という意見が多かったです。実際にどうなるか分かりませんが、今回の憲法改正を通じて、国の形は恐らく大きく変わる可能性はあります。　
もうひとつ国の形という点で言う
と、この権威主義体制の根幹 あったムハーバラート（諜報員）による秘密警察体制が問題です。これは共和制の国のみならず、 産油国の王制・首長制国家でもアラブ世界どの でも見られる問題です。強力な諜報機関を中心に国民を監視するシステムが、革命によって揺らいでいます。諜報機 はあの辺の にとっては必要でしょうが、どのように開かれた民主的にコントロールできるシステムにするかとい 課題があります。もし、この点でエジプトで大きな改革が進めば、周囲の国々に大きな影響を及ぼすでしょう。【白石】
　
これは秘密警察ですか、軍
の諜報機関ですか。【長沢】
　
両方、いろいろあります。
【白石】
　
それが廃止されるというこ
とはあまり想定していない。【長沢】
　
それはないでしょう。あの
地域の国際政治環境からして。【白石】
　
もう一度、先ほどの質問に
戻りたいと思います。私の見るところ、イスラム主義的な勢力がこれから出てくることはおそらく間違いないだろう。しかし、どういう政治体制に落ち着くかは別にして、こういう勢力が政治的不安定の原因になっては困る。また、実のと ろ、この地域の多くの国では、エジプトをはじめとして、国家の機構が厳然として存続している。これに対する脅威になっても困る。【池田】
　
先ほど少し鈴木（均）さん
が触れた話ですが、や り市民社会との関連で、これをどう評価するかという話なのだと思うのです 過去一〇〜二〇年、ものすごい勢いでアメリカやヨーロッパからお金 流れ込んで、その大きな部分はアラブ、あるいは中東に市民社会を作るというプロジェクト絡みだったわけでよね。その場合に、そこに一体イスラム系のさまざまな団体がどう位置付けられるのだと うことで評価が変わってきます。つまり、中東には市民社会が根付いたというのは イスラム系のものであってももう市民社会として立派に機能してい のだという評価に立っているわけだし、いや、そんなことはな 、全部御用組合のようになってしま 、 わゆるコオプテーションの格好で取り
込まれてしまって、市民社会なんて呼べたもんじゃないという評価であれば、イスラム系のさまざまな組織は問題外だという立場だということになる。　
このアラブの春と呼ばれる政治変
動のピークのころに、特にイスラエルは社会心理的には一種のパニック状態に陥っていたような感じがありました。なぜかというと、イスラエルの伝統的な見方は、要するにアラブ世界には市民社会が根付いていない、だからそこに民主化なんて動きが成功するはず ないのだと うものでした。非常に上から目線で議論されていたわけです。そこが次から次に独裁政権を放り出したものだから、これはどうとらえればいいのだという混乱が生じたんですね。　
結局、イスラエルのハマスに対す
る態度は、まさ そう う話なのです。明らかに民主的な選挙を て、そして大勝ちしたもの 対して、絶対に認めないという主張を延々と今まで続けてきている。選挙など民主主義的な手続きにのっ って出てきたとしても、イスラム「原理主義」の場合には単に戦術に過ぎな 手練手管に過ぎなくて、最終的には奪権が目的である、と。こういう連中が権力を掌握すると何をするか分からないというわけです。　
ところが他方において、そういう
イスラム的な勢力、イスラム的な組織であっても、それは既に確立した国家、 るいは政治のルールの中で、
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そうした組織自体もまた自ら置かれている社会の規範を内面化していっているわけだから、ある意味でトルコのＡＫＰのようにイスラム的な市民社会と うものがそこに創出されるのだという見方がこれ 対置される。こうした見解の対立 、恐らく今あるのだと思うのです。【白石】
　
なるほど、だから、結局の
ところ、社会化 問題にな というわけですね。このあたり、鈴木さんはどう思われますか。【鈴木均】
　
全くおっしゃるとおりだ
と思います。例えばエジプト 選挙で同砲団が勝つだろうという見方がありますが、それはこの革命を契機にして社会の中でイスラム的な傾向が強まったこ を意味しているか、それとも政党 して政治的に勝ったということなのかということで見れば 恐らく後者になるのでないかと思うのです。革命を担った主体の主張などを見 ば、むしろそういうことではなく、市民社会の方に行こうとするモーメントがかなり強いのではないかと感じるのですが、そこら辺を一体どう評価すべきなのか、エジプト専門家の人に聞いてみたいですね。【長沢】
　
市民社会の話が出ました
が、中東に市民社会が根づいてかどうかなどというのは、欧米の政治学者によるアジア蔑視的な議論ではない と思います。これに対する最も強烈な反論は、イスラム主義者の知識人が主張する「イスラムには
イスラム的市民社会があったが、近代になって世俗的な中央集権的国家で押しつぶしされてきたのだ」という議論ですね。両方ともいかがなものかなと私は思っています。　
九・一一事件から今年は一〇年で
す。さきほど述べたように、政治経済体制の変化の周期が一九五〇年代以来の六〇年くらいだと ると、革命イデオロギー 変化の周期は、一〇年ではなく一九七九年のイラン革命から三〇年ということに るかもしれません。いわゆるイスラム暴力革命の幻想ですね。最終的にはアルカイダの出現によって、九・一一事件まで行き着きました。そ 時代がもう終わりつつあるのかもしれません。新しいアルカイダの指導者、エジプト出身のザワヒリが、革 後のエジプトに決起を呼びかけていまが、あまり反応もないようです。武装（テロ）闘争を放棄した「元過激派」のイスラム団やジハード団も今回の選挙に参加しようとしていす。革命後、サラフィー主義者とう、洗練されていない同胞団という感じの人たちも表に出てきています。これらの諸勢力が様々な形で議会政治に参加してくるでしょう。　
にもかかわらず、イスラム革命の
夢がアラブ世界でまった 終わっしまったかといいますと、イスラムを旗印にして国をまとめている王制国家などで起きる可能性は否定できません。その場合、現在の領域国家の枠組みのもつ意味を考える必要が
でてきます。領域国家とは、産油国の場合は、 福田さんがご専門ですが、そこにある石油を独占できる権利を持つということなのです。石油の富を国民に対して分配できる国家という意味ですね。その枠が変わるということは、どんな革命が起きてもなかなか難しい。領域国家と 石油を独占している主体ですから、その国境線を変えて石油の分捕り量を変えようというのは起こりにくい かし、今のままで産油国の王制国家が民主化を進めずにいった場合 、その行方にイスラム革命の狂い咲きが起きるという可能性は否定できません。　
一方、今回の民衆革命が進展する
中で、最近聞こえてくるのが、ポストイスラム主義という言葉です。イスラム主義でも、反イスラム主義でもない、セキュラリズムでもない、ポストイスラム主義だという。こした意見によると、以前にはやっいた「イ ラムこそ解決だ」スローガン、資本主義でもない 社会主義でもない、イ こそが解決だという、非常に抽象的なスローガンはほぼ意味を失っているというのです。むしろイスラムで具体 に一体何を解決するのか。イスラムが理想とする社会的公正はどのように実現できるのか、ということが求められている。イスラムが理想とする公正や人間の尊厳などの概念をどう社会的に実現していくのか、革命後のイスラム主義の政党は、具体 な
政策を求められていくだろうと思います。【池田】
　
最近、ガザに入る機会が
あって、そこを実効支配しているハマスの中枢に近い人と少し意見交換ができたのですが、非常に面白い議論をするのです。この人は、ハマスの中では柔軟と言われている立場です。だから、いわゆるドグマティストではないのですが、彼は今まで中東ないしアラブ世界には三つのイデオロギー的潮流があって、それ イスラミズムとリベ リズムとレフトだというのですね それ べて失敗したと（笑） 。ハマス 口からそういう話が出てくる は思わなかったのです 、だから今後 東政治のキーワードは何かというと、彼の口 ら出てきたの 「パワシェアリング」と う言葉でした。【白石】
　
しかし、パワーシェアリン
グはイデオロギーではない よね。【池田】
　
イデオロギーではない。に
もかかわらず、今後の展望を議論しているときにこの言葉がいきなりてきたので、私は少しびっくりしました。【白石】
　
東アジアの場合、 そこで 「イ
デオロギーの終焉」 の話が出てくる。これがおこるのは一九六〇年代から八〇年代、そのあとには「生産性の政治」 、チャールズ・メイヤー 言う「ポリティクス・オブ プロダクティビティ が出てくる。しかし、こうい 政治は、アラブ世界では、
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先ほどの鈴木（恵）さんの指摘した通り、 うまく行かなかった。なぜか。これは非常に重要な問題だと思います。私には ポスト・イスラム主義というのがなにか、 よく分からない。先ほど、池田さん 鈴木さんは、若い人を見ていると、この人たちにとって、ナセル主義 アラブ・ナショナリズム、ある はイスラム主義といったものはもうあまり大き アピールを っていない。かれら そういうものとは違うなにかに突 動かされているということでした それは、概念としては、 「フェアネス」あるいは「自由」といった ばで捉まえられるものなのでしょ がそこに 「夢」という はど いうものなのでしょう。【鈴木恵美】
　
まだ彼らも模索中だと
思います。ムバラク政権が権威主義化の傾向を強めた二〇〇〇年代 後半に、ムスリム同胞団 内規がリークされたことがあります。その中身は立法府の上に宗教界が座っているイラン型のものだったのです。さらにキリスト教徒と女性は大統領にはなれないという規定もありましたこの内規に対する社会の批判は強く、同胞団は慌てて撤回しました。ムバラクが去った後の議 選挙で実際に政権を取る可能性が出てくれば、彼らは急速に現実路線、穏健化の方にシフトしていくでしょう。その際、トルコがモデル なるかもしれません。同胞団の中でも若い世代は非常に現実主義的で、一般的にイ
メージされる宗教集団、宗教政党とは全く異なるものです。私たちも従来の宗教政党や同胞団に対 るとらえ方を変えていかなくてはいけないでしょう。【白石】
　
確かに可
能性は大いにあると思います。政党は一〇年ぐらいで驚くくらい変わります。それは見ておく価値が十分ある。福田さん どうでしょうか。【福田】
　
重要なポ
イントは経済の発展で、経済が順調に発展していけば民主化の芽が育っていく可能性が高いですが、エジプトはどうもそうではない。市民社会が成長し民主化が進んでいくのはエジプトの場合は難しいのかなと思います。しかし、ムスリム同胞団も随分変わってきているようなので、ムスリム同胞団が民
主化を受け入れてエジプトが変わっていく可能性があるなと思いました。　
湾岸諸国（ＧＣＣ諸国）について
は、先ほど社会契約という話が出ましたが、湾岸諸国の社会契約でポイントとなるのは、やはり石油の富だろうと思います。権力が石油の富を分配していますが、お金が分配されている限りは、民主化が進んでいなくても、不満はあるけれども あまり大きいことにはなら い。権力は暗黙のうちに認められ、政治のシステムはうまく回っています。 問題は、石油のお金がどこまで続くかです。石油収入は原油価格と輸出量で決りますが、過去には石油収入が細った時期もある です。石油収入が少なくなったときには民主化問題が起こったり、いろいろな問題 起 っています。　
ＧＣＣ諸国では、アラブの激動の
中で問題が起こったのは石油収入の少ないところ、つま あまり豊かでない国なのです。バハレーンやオマーン、サウジアラビアなどがそうですが、石油収入がたくさんあるカタールやアラブ諸国では起 ていない。石油収入がひとつ ポイントになっていると思います。●
 地域システムはどう変わるのか？
【白石】
　
地域システムの問題に移ら
せていただきたいと思 ます。私はこの一〇年以上、地域システムの研究を主としてやってきたのですが、
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ヨーロッパ、あるいは東アジアにおける地域システムについて考えるときには、安全保障のシステムと通商のシステム、この二つを見ると、地域システムが構造的にどういう特徴をもっているか、よく分かる。ヨーロッパと東アジアでは、地域システム編成のしかたはもちろん違います。しかし、いずれのシステムにおいても、アメリカのヘゲモニーの下で、これをサポートするジュニア・パートナー、つまり、サポー ィング・ステートがある。 それがヨーロッパにおけるドイツ 東 ジアにおける日本です。しかし、中東には そういう安定したジュニア・パートナーはいない 、アメリカはこの地域に安定的なシステムを作ろうといろいろ試みたけれど、結局、つくれないできた。では、そもそも、この地域のシステムはど いう構造的特徴をもつと考えればよ のか。またそれはいまどのように変化しつつあるのか。【池田】
　
基本的にこの中東地域の現
代史的な構造は、アラブ・イスラエル紛争を抜きに語ることは ませんね。　
例えば今、例に出されたヨーロッ
パの場合は、 非常に長い年月を経て、ドイツをどうヨーロッパ 中に取り込んでいくかというような話だったわけですが、イスラエルは一九四八年にできた後、今に至るまで、中東のシステムの中に 特に安全保障なのシステムの中には取り込まれて
いません。だから、一番最初に申し上げたように、そういう非常に不安定な枠組みの、ある種のスタビライザーとして、少なくともイスラエルとエジプトとの関係 それ イスラエルとトルコ が った。さらに言うと、シリアとは全く敵対的な関係だけれども、イスラエルが隣接するなかで今まで最も安全 国境がイスラエル・シリアの国境だったという逆説もあります。ゴラン高原では全く何の事件も起きてい いのですね。だから、双方がある意味では「信頼している敵」 の がこのような形でシステムが保たれてきたということなのだろうと思います。　
あともうひとつ、 歴史的に言うと、
それにイランが加わってい わけですね。だから、イスラエル トルコとイランという非アラブの三つの国と、それからアラブ世界が伝統的に対峙していた。これが一九七九年にイラン革命が起き、同時にいわゆるキャンプデービッドでエジプトが脱落し、少しがたつき始めて、その後、曲折を経ていろいろなところが揺れだして、オスロ合意以降、何とかなるかと思ったけれども、それが蹉跌を迎え、現在の宙ぶらりんな状況に至っている。それが何と う局面になるのか分かりませんが 取 あえずかつてのような全面的な衝突の枠組みではない。だ らといって それがイスラエル 含めた中東全体のセキュリティコンプレックスのよう
なものが出来上がるような条件も満たされていないという話なのではないですか。【長沢】
　
戦後ヨーロッパのドイツの
例でおっしゃいましたが、その比較で言うと中東の場合、イスラエルの態度が変わらない限り、なかなか難しいかなと思います。加え 、地域システムとおっしゃ ましたが、中東の周囲にはＮＡＴＯがい しアメリカがいるわけです。今回のリビアの空爆で面白いのは、バハレーンで起きた抗議運動を鎮圧するために、ＵＡＥとサウジが治安部隊を送りましたが、その一方で同時期にＮＡＴＯの空爆についてはカタールリビアの反体制派支援 ためにミラージュを飛ば て支援しています。さらにはＵＡＥが、ＮＡＴＯのオブザーバーになってもいいとか発言している。こうした方向で地域システムの改編を望む意向が、ＧＣＣの産油国にある つまり体制維持をＮＡＴＯの支援を得ても図ろうとする産油国の王制国家と、革命の変革を経験しつつある共和国の国々との間でずれが生じているという印象を持ちます。　
もうひとつはやはり、イスラエル
も驚いたし、アメリカがどうして阻止できなかったのか分からない ですが、イランの軍艦がスエズ運河をムバラク辞任直後、エジプト政府の許可を得て通ってしまったこと あります。その後、イランとの関係を三〇年ぶりに修復するようなポーズ
を示すなど、エジプトの外交はしたたかさを示しました。ただ、イランが現政権である限り、外交関係の修復はなかなか難しい。　
このイランとイスラエルという独
特の行動をする国を中東システムの中にどう抱え込んでいくかということが今後 課題で 。そのためには両国がよほ 変わら いと難しいかと思います。　
加えて長期的に言うなら、やはり
アメリカと中東地域システムとの関係を議論する必要 あります。今回のアラブの革命の動きでアメリカの影響力が低下したと う意見もありますが、短期的にはそれほどの変化は起きないでしょう。 だし、長期的にみるなら メリカのプレゼンスは中東でしだ に低下していくだろうと予測されるわけです。そこでＮＡＴＯという存在 重要になっくるでしょうし、ロシアや 今のところアメリカの手前、大人しくしている中国など、新しい動きがあり中東をめぐる国際関係 将来、大きく変化してい と思います。　
先ほど白石さんがおっしゃったよ
うに、貿易関係と安全保障関係 非常に密接な関係があります。この点をよく理解していたというべきかイスラエル外相のシモン・ペレス （当時）が、 「新中東システム」構想をオスロ合意後に提唱 まし 。イスラエルとアラブ諸国の間で貿易関係、経済関係を強化して安全保障の新しい秩序を作ろうという考えでし
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たが、現実的な経済状況を考えると不可能なものでした。　
ただこの点で将来、トルコが重要
な役割を果たすかもしれません。トルコがアラブ諸国との貿易関係、投資関係を強化していく可能性です。これに加えて、イラン 変化していくならば、潜在的な工業発展力がありますから、経済的な相互依存関係が自律的 安全保障システムを下支えしていく将来が開けるかも れない。短期的には難しいです 。【池田】
　
ニュー・ミドルイーストと
ペレスが言いだしたときによく言われたのは、イス・ウル・ファルという地域連合構想です。 イスラエ （イス）とヨルダン（ウル）とパレスチナ（ファル）が一体になっ ひとつのマーケットを形成すると。そううふうにしないと、とてもではないけれど規模の経済は追求できませんからね。ですが、オスロ合意以降実際に起こったのは、和平環境を整えることでイスラエルに対する欧米からの投資は呼び込んでくるのだけれども、結果 してそれで受益するのはイスラエルだけということでした。要するにイスラエルの貿易パートナーは欧米という話になるのです。　
そういう状況と、それからヨルダ
ンやエジプトと和平を結んで、そこにイスラ ルから観光客が行っても、全く金を落とさないというこもある。それらの国の観 地やホテルにイスラエルの観光客が行くと、
ありとあらゆるものをかっぱらって帰ってくる、バスタブの栓まで持ってくるというような噂が流れたりするものだから、 その後の展望などが、そこでもうどうにもな くなるのです。【福田】
　
湾岸諸国では、各国とも経
済の構造が似ているのです。産油国で石油を生産して輸出し、それが経済の柱になっている。そ い 構造なので、国どうしの経済交流が進まないのです。隣 国に原油を輸出するわけにはいかないし、買っ くものは先進国やアジア諸 などから輸入しています。隣の から輸入することにはなら くて だから、どうしても経済関係が強くなら 。　
おまけに、湾岸地域では地域シス
テムを分解させるよう 要素が強く、例えば、イランはペルシャ人を中心とした国でアラブ世界とは全然違うし、ペルシャ湾の呼び方ひとつを見ても、ペルシャ湾と呼ぶか、アラブ湾と呼ぶかで対立している。そういう中では、ま まりのあ 地域システムの形成は難しいです おまけに、それ 支える土台になるべき経済交流がうまくいっていないというのが現実です。【白石】
　
そうすると、バランス・オ
ブ・パワーでかなりやっていくしかないということになりますか。【池田】
　
ただ、先ほど長沢さんが指
摘されたように、トルコが中東向きになっていることは事実なのです。イスラエルとのしがらみが切れたも
のだから、非常にアラブ世界に対しては積極的なポーズを取りやすくなっている。もちろん、オスマン帝国時代以来の反目など歴史的な経緯からする問題がないわけではありませんが。【長沢】
　
しかし、反オスマントルコ
になったのは、本当にもうオスマン帝国支配の最後の段階ですよね 統一進歩委員会が出た直後の数年間だけですから、そんなにアラブ人が心底、トルコを嫌っているわけではないと思いま 。【福田】
　
トルコに支配された歴史が
あり、エジプト人やアラブ人 中は潜在的に反トルコ感情があると思いますが、エルドアンがカイロに来たときに、タハリール広場にあるアラブ連盟の本部で演説をしたら、出席していたアラブ各国の代表がみんな立ち上がって拍手をしていました。今、アメリカの力 弱くなっていて、アラブの激動が起こっ 中東全体の政治がどこに行くのか分からない状態で、エジプト してもほかのアラブ諸国にしても、トルコは新しい流れを作っていく上で重要な存在だと見て ると思われます。【池田】
　
トルコはＮＡＴＯの一員だ
からね、考えてみれば。【鈴木恵美】
　
私には、経済界や一般
のエジプト人は結構喜んだと う印象が強いですね。エジプト政府は、トルコへの入国ビザ 廃止されるので、どんどんトルコに行って、自由に貿易をやってくださいということ
を盛んに言っていました。一般の人々は、何とかしてチャンスをつかみたいという気持ちが強いので、これで外界への出口がひとつ増えたと受け取るでしょう。エジプトとトルコの経済的交流が なれば、トルコはエジプトを足掛かりにアラブ域内で影響を及ぼすこ が可能になるかもしれませんし、そうい 思惑があるのかもしれませんね。【白石】
　
イランの位置はどう考えれ
ばよいのでしょうか。【鈴木均】
　
やはり今のアフマディ・
ネジャードの体制は、とにかく生き延びることに必死だと思います。しかしやはり国内的にもう社会は成熟してきてい のに、 わば圧力釜にふたをしているようなも で、国内での言論統制のようなものが非常に厳しく、現状ではかな の数の知識人が海外に出ています。一部で言われているような、このまま安定していくようなことはちょっと考えにくいと思っ ます。恐らくイランが変化していけば、アフガニスタン問題へのプラスの影響もある あるいはイラクとの関係もアメリカ とって好転してくる 。【白石】
　
実はそれを次に伺おうと
思っていました。今までイラクの話が全然出ておりませんが、アメリカがイラクに介入したとき、アメリカ政府内には、 できればこれを機会に、イラクを中東の日本に いという戦略的意図 あったよう 思いす。では、現在、イラクはどう見て
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おられますか。まだ国内の立て直しに手一杯で、地域的な役割はとても期待できないと考えてよろしいですか。【鈴木均】
　
先ほどのステートの枠組
みという中で、恐 く中東の中で唯一国家まで変わるよう ところまでやってしまったということで、とにかく収拾がつかなくなっている いうことだと思い す。その意味では現在、小康状態にはなってい けれど、これで急速に安定してというふうにはとても思えないと。【池田】
　
唯一イラクの安定要因に数
えられるの 、周辺のイラン してもトルコにしてもシリアにしても、あるいはサウジ しても どの国イラクの混乱を望んでいないという点です。あそこでがたがたさ る自分のところに波及するも だから、クルド問題でもシーア派 問題でも、とにかく何とか騒ぎ 起こさないでほしいと周辺諸国は全部思っているので それがひとつ 安定化要因だと考えます。【白石】
　
少し乱暴なまとめ方をしま
すと、アメリカの中東政策は、かなりの程度、イスラエルによって人質にとられており、イスラエルが変わらない限り、アメリカの対中東政策が大きく変わることはおそらくない。そういう中、経済統合を推進して、 協力の余地を拡大し これによって紛争を封じ込めていく もできない。その結果、一言でいえば バランス・オブ・パワー・ポリティク
ス、力の均衡の政治がこれからも続く。そのときには、この地域の国々がそれぞれ国際政治的にどういう行動をとるかは、かなりの程度、国内政治要因で決まる。イスラエルがこれまでと同じような対外政策を採り続ける中、トルコ、エジプト、サウジアラビア、 イランといった列強がそのときどきの国内政治に規定されながら、きわめて雑なかたちでバランス・オブ・パワー・ポリティクスをやっていく そういうこ この地域ではこれからも く、そう考えてよろしいでしょうか。【池田】
　
地域全体で発火する可能性
も捨て切れませんね。私が懸念すのはそれこそ若者の運動で、何人かその指導者格の連中に会 たりしているのですが、みんな共通し るのは、 非常にナイーブ の す。 言っていることも描いているシナリオもすべて非常にナイーブなものだから、えらく危うい。彼ら パレスチナ占領地で次に何をやりだすかというと、一番可能性があ は、入植地に対する平和的デモです。 「非暴力」 を掲げて 行進した ころで、入植地の方は当然過剰反応するに決まっているので 。武装した入植者がパレスチナ人の若者のデモに弾丸をばら く可能性はいくらもあって、それは多分、周辺 波及すると思います。【白石】
　
それは十分あり得ますね。
しかもそれが若い男ではなく、おばあさんや子供を抱えたお母さんが前
面に出てくると、どうなるのか。【池田】
　
イスラエルの方でも、多少
なりとも先の読め 者は必死になってそれを止めなければならない、何とか阻止しなければならないとい話にはなっているようですね。イスラエルが変わらなければならないいうことは私も全く同じ意見なのですが、国内の力学を見 限り、変わる展望がないのです。　
圧力をかけられるのはアメリカだ
けで、そのアメリカはもう三回ぐらいやったけれど、 お手上げですよね。オバマが きなかったのだから。かつてイスラエルをマドリード和平会議に引き出すときに、当時のブッシュ（父親のほう）大統領が一〇〇億ドルか何かの債務保証を条件にしたことがありましたが、そういうタマを持っていないと駄目なの す。オバマさんは非常 エポックメイキングな演説をするのですが、それを履行するためには何かのタマがなければならないわけで、みんな あるのだろうとずっと見ていたけれど、結局、最後まで何も出ないままです。●経済発展 展望【白石】
　
最後にもう一度伺いたいの
ですが、経済がうまく成長しない、もちろん産油国は石油収入が入ってきますけれども、それ以外の産業がなかなか発展しない。 そういう中で、経済的になにか、注目すべき動きはあります 。それともそこのところ
がやはりうまく行かないということでしょうか。権威主義体制と開発というかたちで問題を立てると、よく指摘される通り、開発がうまくいかない、そ いうところでクローニーキャピタリズム 跋扈すると、民主化の要求がおこり、しばしば義体制の崩壊をもたらす。し し、民主制が成立して 、それですべてがうまくいくわけではもちろんない。民主制下、経済成長が政治の目的だとい 合意ができ、そう 合意を支えるかたちで経済成長れば、 政治はもちろん安定しますし正統性も調達できる。しかし、期待されるような経済成長がおこらなれば、政治というのは限られた資源の権威的配分ですから、限られたパイの取り合いになる。そしてそのときには、アイデンティティの政治が広がる可能性が大きく アラブ世界では、そ とき イスラム主義が勢力を伸ばすだろう。このあたりはどう考えておられますか。【池田】
　
トルコが中東を向いている
一方で、アラブの側もや りトルコを向いているわけです。どこへ行っても、例えばガザに入っ トルコ、トルコ、トルコですよ。だから、トルコモデ というものをどういうふうにとらえるのか。トルコは産油国ではなくて、レント依存経済 はない。やはりみんな額に汗してやっている。エジプトその他のアラブ諸国に対して、トルコの政治家が本当に人気があったのかどうか まだ
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ちょっと分からないのですが。何を言っているかというと、要するにみんな働けと言っているのでしょう。【福田】
　
アラブの激動で各国政府が
何をやったかという 、エジプトから湾岸まで、みんな上からば まていますね。湾岸では、脱石油で民間の工業を起こして、みんなで働て経済を良くしましょうという流れがありました。しかし、結局、最後は石油のお金に頼って、それで雇用機会を作ってということにな しまうので、石油依存か 脱 ようとしていたのだけれど、石油への依存が深まってしまっている。エジプトでも民間経済を発展させようとしたけれど、そうではないとなって、ばらまいている。【池田】
　
いや、そうなると言ってい
るわけではなくて、トルコ 政治家がアラブに来て何を言っ るかということです。いずれにせよ、エジプトに関して言うと、体制打倒を果たしたんだけども、打倒した後に期待しているものは何なのかというところです。それで自分たちの取り分が増えると思っている人たちが るけれども、それは基本的に増えないわけですよ。そのときに、それを彼らが受忍できるのかどうか ついは、ちょっと私にはまだ分かりません。【長沢】
　
エジプトは、 先ほど鈴木 （恵
美）さ も説明されたように こまで三回、経済開発に失敗していす。 ナセルのアラブ社会主義の失敗、
次に門戸開放政策、つまりサダトが始めた自由化の失敗、それでいい加減にサボりながらやって 最後にムバラクの次男、ガマールがやった新自由主義の改革の失敗と、三回失敗しています。そして 直近 はともかくとして、最初 二つの重荷がエジプト経済改革の課題になっています。先ほど白石さんがおっしゃったように、第一 アラブ社会主義とは貧困の共有になってしまい、もう社会契約としても機能していません。かつ はそれなり 低価格の食料と低賃金とが見合っ いたわけですが。その次にサダトが始めた門戸開放は、基本的に オイルブームの波をかぶってしまい、徹底的な改革ができず、むしろエジプト自身がレンティア経済化しました。従来のアラブ社会主義 レンティア経済が融合してしまってばらまき政策が進行し、腐敗が増大することになりました。ま 投資政策を失敗したために、優秀な先端的な輸出産業を育成できなかった。その場合、アラブ社会主義的な内向きの工業化政策の遺産も原因です。　
そうした経済体質を何とか打開し
ようとした が大統領の次男のガマールで 。方向性としては新自由主義改革によって、一気にアラブ社会主義体制の遺制をぶちこわしまおうと意気込んだわけです。たとえば、二〇〇七年 憲法改正は本人も くは息子の大統領当選を絶対確実にするための選挙規定 改正
が主なのですが、同時にアラブ社会主義的な条項がことごとく消されています。エジプトはもう社会主義国ではないと宣言した憲法改正だったのです。　
ただ、問題はその上からの改革に
社会がついて けなかった。そ で革命が起きたわけで ですから革命後の現在、国民が納得してついていけるような改革を示せるか いうことが問題です。もう補助金の削減の是非云々とい 次元 問題ではい、新しい社会契約を国民と政府の間で結べるのか。さらにはトルコを見習って外資を入れ、ＥＵの市場に輸出できる産業、先端産業を作っていけるのかと うことですね。【白石】
　
鈴木（恵）さんはどうです
か。【鈴木恵美】
　
エジプトの例になって
本当に申し訳ないの すが、エジプトはＩＭＦ らコンディショナリティのつかない援助をあげま よと言われて、一度は受け取ると言うのですが、国民が猛反対をしたために後で援助の受け入れを断ってしまいました。 「アメリカからの援助は要らない。自分たちは自立してやいけるのだ」と、独裁者を倒した後の高揚感と自信がまだ残っ いたのでしょう。では本当に なしでやっていけるのか、その覚悟があるのですかと思 のですね。やってみて 「駄目だった。援助してもらおう」ということになるでしょう。　
為政者もそれを分かっているのだ
と思うのですが、最近の国営放送では「エジプト人よ、働きましょう」というＣＭを流しています。意識改革が非常に重要だということを、ごく一部のエジプト人は分かっていると思うのですが、大多数のエジプト人にはその意味がピンと来ない うな気がします。【白石】
　
イランは、経済の方はどう
ですか。【鈴木均】
　
そうですね、半分はもち
ろん石油収入です 、 れ 分配の問題と、それから広大な国土と成熟した労働人口がありま ので。そういう若い労働力をどう生産の方に動員していくかという問題は、本当イランの国を挙げての課題に るはずなのですが、そういう議論になるまで道遠しと いますか、今の段階ではとにかくばらまきで現在の体制をどう維持するか ことになっています。　
それから、やはりイランの今の経
済体制で非常に問題なのは、革命防衛隊というもともとの軍隊組織がいろいろな産業に進出して、あ 種のコングロマリットを形成しているということです。エジプトでも似たような状況があった 思いますが、やはりそういうことで政治権力 経済体制がべったりくっついてしまういう状況がますます進行して ると見ています。【白石】
　
福田さんはどうですか。特
に王政の産油国の場合は、今の話を伺っていると、私がもし王様だった
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ら、ますます金をエジプトなどに配らなければいけないのかと思ってしまうと思い が。【福田】
　
サウジなど湾岸の幾つかの
国がエジプトにお金を出し始めています。湾岸諸国から見るとイランは巨大な で、日本 中国の関係のように、すごく脅威を感じて 。そのイランが核開発 している。後ろ盾になっていたアメリカの力が弱まってきており、エジプト 味方つけておきたいということで、お金を出そうとしています。●おわりに
—
今後の着眼点
【白石】
　
最後に、皆さんに、ひとつ、
ぜひ、伺いたいことがあります。ま日本では、政府も企業も、中東の変化をひじょうに注意しな ら見いる。その際、 どういう問題関心で、どこを見ておくとよいのか。【長沢】
　
中東に対しては、 ビジネス、
観光な さまざ な関心をお持ちの方がたくさん らっしゃいます。経済について言いますと、革命の後、欧米のエコノミストか は、アラブ世界は将来、第二のＢＲＩＣｓになる、という楽観的な観測も出ています。石油価格とか 政治的な不安定性とかいうリスクだけに関心を示のではなく、今後の有望な投資先として積極的に考えて た きたいという点です。　
第二に政治・外交の面で重要なの
は、今回のアラブ革命の影響で新しい局面に入りつつあるパレスチナ問
題にどう取り組むかです。中東の地域システムが大きく変化していく中で、日本が姿をしっかりと見せていくことがますます重要になるで ょう。中東和平のカルテット（米・ＥＵ・ロシア・国連）に日本も実は加わることができた、という話を聞いたこともあります。 は、資金援助を含めて重要な役割を果たしてきたわけですから、この問題にきちんとものを言う権利はあります。欧米とは異なり、第三者的な立場から提言し、仲介する役割が期待されています。これまでアラブ側の人はそう言ってきましたが、実はイスラエルも今後に起きる変化 中で、そうした役割を日本に期待してい かもしれません。日本に対して期待する声について、アンテナを広く張りめぐらせて、日本が中東 おいて良い位置取りができる 勘のいい外交をていただきたいと思います。中東関係では、日本は欧米に 負けな 優秀な外交スタッフを持って から、大いに期待できます。【白石】
　
池田さんはどうですか。
【池田】
　
当面、私が気になるのは、
変動が起こっている、あるい 起こりつつある国々がどこまで権力のグリップを維持できるかです。例えばエジプトに いて言うと、シナイ半島などで頻繁にパイプラインの爆破などサボタージュが起きています。あれは中央政府のグリップが効かなくなっているということですね、どう考えても。必ずしも反○○勢力
はなく、ベドウィンなど周縁部の勢力による「おれらに手を出すな」という意思表示なのかもしれません。実情はよく分からないけれども、とにかく権力のグリップが効かなくなっていて、それが今度は別の何かに、本当に発火したらもっと大きくなるようなものに飛び火す 可能性がないわけではないので、その意味では国家権力のグリップがどこまで回復できるかという問題が一番大きいと思っています。　
もうひとつは、 今、 長沢さんがおっ
しゃったような火薬庫としてのパレスチナということを考え やり一番の注目点はハマスとファタハの間の関係です。要するに和解合意がどこまで実質的なものに るかという点が、大きな問題になっていくでしょう。その問題とパレスチナの国連加盟問題などとは当然リンクしているわけで、だから、これは両方の局面から見ていく必要があると思います。　
国際社会の側で言うと、今度のリ
ビア空爆の話ですが、 昨日でしたか、安保理でシリアに対する制裁 中国とロシアの拒否権でつぶれています。リビアの場合には、 「保護する責任」 （レスポン ビリティ・トゥ・プロテクト）を掲げて入っていった最初の例ですよね。ただ、 ビアこれが成功した なっても、恐らく今から後のモデルケースにはならないでしょうね。いろいろ 偶然が重なってうまくいったという話でしょ
う。同様の人権侵害がシリアでも起こっているし、イエメンでも起こっているし、バハレーンでも起こっていると見るべきなのだけれど、一方におい は、飛んでいって爆弾を落とす、つまり実力行使を行い、他方においては同じような状況があるにもかかわらず傍観す という現実がある。これを一体どう説明するのかという問題が少し気にな ます【白石】
　
鈴木さん、お願いします。
【鈴木均】
　
アフガニスタンにして
も、あるいはリビアやエジプトにしてもそうだろうと思うのですが 恐らく日本が主体的に、外交的に安定化のためにコミットしていくということは、今後ますます求められてくるだろうと思います。そういうところに中東研究者としてどうい ふに責任のある発言をしていけ かということは、やはりひ つの大きな課題だと思っています。　
もう少しポジティブに言います
と、やはり政軍関係など、古くて新しいテーマが恐らく今年以降出てくる。それにどう ふう 研究者がビビッドに関心を向けていくのか。それからイスラム主義のようなことは従来日本の中東学会で大きく取り上げられてきたと思います 、むしろそれを思想論的なことではなくイスラム主義と国家体制、あるい民主主義の問題ということで、ある意味、問題の設定を変えていく必要が出てくるように思います。　
それから恐らく、これとは少し違
18アジ研ワールド・トレンド No.196 （2012. 1）
う質の問題かもしれませんが、日本で現地出身の研究者との協力の仕方、付き合い方のようなことは、これまで、こと中東に関してはあまりなかっただけに、どういう形で協力していくのか ある程度考えていく必要があると思っています。【白石】
　
それはぜひ考えてくださ
い。研究所としてぜひ進めるべきだと思います。鈴木さんはどうでしょう。【鈴木恵美】
　
今回の一連のアラブの
政変が起きた際、日本の実業界の方々から「中東はイスラム化 しまうのですか。どうしたらいいですか」と尋ねられまし 。たとえ宗教を基盤にした 党 第一政党になったとしても、投資先としてマイナポイントにはなりません。むしろ宗教政党、例えばエジプトの同胞団の幹部には裕福で大き 事業をしている商売熱心な人たちが多いですか
ら、経済界の方にはイスラム化イコールビジネスができない、投資できないという思い込みを払拭していただきたい。あとは外交面ですが、今は多くの政治勢力が出てきていますから、是非、そういう人たちとのコンタクト、チャンネルを持っ いただきたいと思います。外務省の方に伺うと、意外に十分とはいえないのです。【池田】
　
意外でも何でもない（笑） 。
【鈴木恵美】
　
サウジアラビアなど湾
岸諸国には、起訴を恐れエジプトから逃亡してしまったムバラク政権の有力者が大勢いるのですが、彼らから結構有力な情報を入手できると思うのです。にもかかわらず、在外の日本大使館はコンタクト 取 ていないと聞きました。 う過去 人だからということで なく、是非いろいろな方と話をしてい だきたいです。
【白石】
　
福田さんいかが
ですか。【福田】
　
中東で日本の企
業が多く進出しているのは湾岸だと思います。いろいろな経済関係があり経済界の関心も強いと思うのですが、アラブ激動後の湾岸を見ていく場合に、いくつかのポイントがあります。　
ひとつは経済で、エジ
プトの経済はアラブ 激動でものすごい打撃を受
けたと思いますが、湾岸はほとんど影響を受けていません。なぜかと言えば、経済は石油中心に動いているからです。アラブの激動で石油の値段は高くなり、おまけにリビアの輸出停止で湾岸の輸出量が増えており石油収入が増 ています。さらに、国内対策で各国とも歳出 増やしており、 経済は好調なのです。ただ 、現在、世界の景気後退やリビアの石油輸出再開などで原油の値段が下がってきています。石 収入が減ると、 いろいろ問題が出てきそうです。経済に関し は原油価格 動向 ポイントだと思います。　
二番目は政治の問題です。湾岸は
みんな王政の専制君主国で 各国とも民主化問題を抱えて ます。まさにアラブの激動の中で問われたのは民主化の問題です。この問題がどうなっていくか、気をつけて見て く必要があるでしょう。　
それから、湾岸諸国はアラブの国
ですので、アラブ世界の影響を受けることになると思います。エジプトなどアラブ世界の動向が重要です　
また、湾岸地域での政治的なバラ
ンスや安全保障は、アメリカの存在で保たれてきたところが大きいのす。アメリカのプレゼンスが弱まっていく中で、国家関係の組み換え中東で起こってくる ではないか。湾岸の場合には、ヨルダンを巻き込んだ王政諸国グループの組み換えがどうなっていくのか、注意し 見ていく必要があるでしょう。
　
最後に、ヨーロッパとの関係です
が、アメリカが引いていく流れがありますので、安全保障や民主化などいろいろな面で、ある程度ヨーロッパの役割が高まるのだろうと見ています。ヨーロッパが中東の安全保障や民主化にどう関与していくかもひとつのポイントだろうと考えています。【白石】
　
どうもありがとうございま
した。少し予定の時間を超過しまたが、非常に勉強になりました。（二〇一一年一〇月五日午後、ジェトロ東京本部にて）
白石　隆
コーネル大教授、京都大学東南アジア研究センター教授、政
策研究大学院大学（GRIPS）教授・副学長を経たのち2011年
GRIPS学長に就任。2007年よりアジ研所長を兼任。アジアの
政治、政治史、国際関係を専門とし、著書多数。大平正芳記
念賞、サントリー学芸賞などを受賞。
19
中東・アラブ世界の政治変動を見通すために
アジ研ワールド・トレンド No.196 （2012. 1）
